
日にち 曜日 給食 内容

1 火 〇 ⑥合唱練習

2 水 〇 ⑥合唱練習

3 木 弁当 合唱コンクール(藤沢市民会館)

4 金 〇 ①合唱振り返り②金１③金２④金３⑤金４⑥金５

5 土

6 日

7 月 〇

8 火 〇 ⑤⑥アルバム個人クラス写真･受験用写真撮影

9 水 〇 体育着販売

10 木 〇 ⑤学年集会⑥クラスレク

11 金 〇 ①金１②学活③終業式④航空写真

12 土

13 日

14 月 スポーツの日

15 火 秋季休業

16 水 〇 ⑤道徳

17 木 弁当 市内音楽会(１クラスのみ)　⑥係決めなど　７組給食あり

18 金 〇 ⑥係決めなど７組職場見学　７組給食なし

19 土

20 日

21 月 〇 ３年三者面談

22 火 〇 ３年三者面談

23 水 〇 ３年三者面談

24 木 〇 ３年三者面談

25 金 〇 ３年三者面談

26 土

27 日

28 月 〇 ⑤授業参観　HR　各学級茶話会

29 火 〇 ⑤⑥生徒会役員演説会・選挙

30 水 × ３時間授業　昼食なし下校

31 木 〇 ⑥学活
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文責  市丸 祐介 

あっという間に秋本番!!後半戦スタート!! 

朝夕の気温がぐっと下がるようになりました。生活するには快適な季節となった一方で、1日の気温差が大き

く、体調を崩しやすい時期でもあります。体調管理にはくれぐれも気をつけてください。 

さて、前期期末試験や文化祭が終わり、この後 10月には第２回三者面談を控えています。進路先についても

徐々に具体的な話が進んでいくことでしょう。進路選択では迷うことも多いと思いますが、ご家庭と学校で十分

に話し合いの場を持ち、将来を見据えた進路を選択していただきたいと思います。3年生も後半戦に入りますが、

先を見越してあわてることなく着実な努力を重ねていってほしいと願っています。 

活気にあふれた文化祭 

文化祭が開催されました。多くの保護者や地域の方々が来校され、活気に満ちた文化

祭となりました。３年総合では、学年代表２グループによる修学旅行のまとめの発表を

ステージで堂々と行いました。文化祭の中心はやはり文化部でした、演劇部は不思議な

物語に引き込む演技、吹奏楽部は会場が一つになる一体感、科学部は体験的な展示、美

術部はアイディアを出し合った共同製作、家庭部は手の込んだ共同作品と個人作品、ど

の部活も日ごろの活動の成果が発揮され、多くの生徒が展示や発表を楽しんでいる様子がありました。 

 

 

 

 

合唱コンクール 

３年間の最後の大きな行事、合唱コンクールが１０月３日(木)に

藤沢市民ホールにて開催されます。練習中から気合い十分で大きな

歌声が校舎に響いています。３年生になり修学旅行や体育祭など大

きな行事をクラスみんなで乗り越えてきました。それぞれの思いや

団結力を歌に乗せ、三年生らしいパワフルな合唱にしてくれること

を期待しています。 

 

 

 

 

受験用写真撮影について 

 10月 8日（火）にアルバム写真撮影と同時に受験用の写真撮影を行います。購入については各家庭の判断で

お願いいたします。「私立受験でどのサイズを購入したら良いかわからない」というご質問をいただいておりま

す。私立学校ごとに必要な写真の形式が異なりますので、学校の HP等で確認の上、ご購入ください。写真申し

込み時に不明な点があれば、撮影後に追加注文をしていただいても問題ありません。また、受験日の関係で急ぎ

で必要な方は、担任にお申し出ください。 

１０月の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

１１月 ５日(火)～７日(木)後期中間試験 

１１月１４日(木)15:00～進路保護者説明会 

１２月 ２日(月)～６日(金)三者面談 

１２月１６日(月)実力テスト 

１２月２５日(水)～１月６日(月)冬季休業 

１０月の最終下校時刻は 17:00です。 

１０月１７日(木)の市内音楽会は合唱コンクールで選

ばれた１クラスのみが参加します。どこのクラスが選

ばれるか分からないため全員弁当持参になります。 

学年合唱 友 ～旅立ちの時～ 

３５組  はじまり 

３３組  青い鳥 

３１組  言葉にすれば 

３６組  決意 

３４組  僕のこと 

３２組  虹 

詳しいご案内は9月 26日にスクリレ

でお知らせしておりますので、ご確認

ください。 

前期終業日 

後期始業日 

｢小さいことを重ねることが、とんでもない

ところに行くただひとつの道｣イチロー 


